
 

 

 

 

 

実施概要 

 仮説検証支援（新設） 試作開発支援 

対象者 市内事業者又は市外事業者（対象事業を市内事業者と共同で行う者） 

対象事業 
福祉製品、共用品及び福祉サービスの開発及び改良等を行う事業かつ令和９年２月 

末日までに完了見込みのもの。 

補助額 １件あたり２５万円以内 １件あたり１００万円以内 

補助率 補助対象経費の１／２以内 補助対象経費の２／３以内 

受付期間 

補助金の申請にあたってウェルテックでの事前相談が必須となります。 

≪ウェルテックでの事前相談≫ 

令和８年６月１日（月）以降実施 

≪補助金交付申請≫ 

予算額の上限に達するまで 

≪ウェルテックでの事前相談≫ 

令和８年６月１日（月）～６月３０日（火） 

≪補助金交付申請≫ 

令和８年７月１３日（月）まで 

申請方法 

市ホームページの専用フォームから申請又は必要書類を郵送又は直接提出してくだ

さい。※申請書類は市ホームページからダウンロードしてください。 

 

 

≪令和８年度福祉製品等開発支援補助金の公募について≫ 

 https://www.city.kawasaki.jp/280/page/0000186324.html 

≪ケアイノベーションの取組について≫ 

 https://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/283-1-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

≪ウェルテックホームページ≫ 

https://www.kawasaki-weltech.com/ 

 

問合せ先 

川崎市経済労働局イノベーション推進部 野本 

電  話：044-200-2339 （内線 28302） 

令 和 ８ 年 ６ 月 １ 日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（経 済 労 働 局） 

（補助金申請用） 

https://logoform.jp/f/HAV6N 

（ウェルテック事前相談用） 

https://logoform.jp/f/6y6Ph 

川崎市は地域包括ケアシステムの実現に向け、福祉の課題を産業の力で解決する「ケアイノベーショ

ン」の取組を推進するため、福祉製品、サービスの開発・改良に関する経費を補助する「川崎市福祉製品

等開発支援補助金」の募集を６月１日から開始します。 

今年度から、プロトタイプ製作に関する経費を支援する、既存の「試作開発支援」に加え、製品開発のア

イデア段階から現場ニーズの検証を行い、事業化に向けた支援を行う「仮説検証支援」を新設しました。 

採択事業については、川崎市が東京科学大学、産業技術総合研究所と共同運営する福祉製品等の開

発支援施設「Kawasaki Welfare Technology Lab」（通称「ウェルテック」）が、伴走支援します。 

（案） 

川崎市福祉製品等開発支援補助金の公募を開始します！   
ケアイノベーションの実現のため 

アイデア段階の仮説検証も新たに支援！ 

https://www.city.kawasaki.jp/280/page/0000186324.html
https://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/283-1-0-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.kawasaki-weltech.com/
https://logoform.jp/f/HAV6N
https://logoform.jp/f/6y6Ph


福祉製品の開発・改良を行う企業を応援します！

川崎市福祉製品等開発支援補助金

＜問い合わせ先＞
川崎市経済労働局イノベーション推進部 成長産業担当
〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地本庁舎９階
電話︓044-200-3226 FAX︓044-200-3920
メール︓28innova@city.kawasaki.jp

事業内容

＜補助上限＞

市内企業等が行う福祉製品の開発・改良について、アイデア段階で
の仮説検証や、プロトタイプの製作に係る経費の一部を補助します。

また、東京科学大学・産総研・川崎市が共同運営し、福祉製品等の
開発を支援する「ウェルテック」にて、技術的助言や、福祉専門職や
現場当事者への橋渡しなどの伴走支援を行います。

対象者

福祉製品等の開発・改良に取り組む市内の企業又は団体
※市外企業にあっても、市外企業と共同で開発・改良を行う場合を含む

申請期間

令和８年度

より社会実装確度の高い製品作りを支援するため、
「仮説検証支援」の補助メニューを新設しました！

仮説検証支援 ２５万円（補助率２分の１）

試作開発支援 １００万円（補助率３分の２）

支援事業類型 ウェルテック事前相談 申請書類提出

仮説検証支援
令和８年６月１日（月）以降
予算額の上限に達するまで

事前相談後
〜予算額の上限に達するまで

試作開発支援
令和８年６月１日（月）
〜６月３０日（火）

事前相談後
〜令和８年７月１３日（月）



補助事業の概要
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認証・普及・
活用促進

プロトタイプの製作に要する経費を補助
• 予算200万 補助上限100万円
（補助率2/3）/件

• 原材料費、消耗品費、機器工具等費、
外注加工費、研究開発委託費、
産業財産権導入費、技術指導費etc…

プロトタイプの製作に要する経費を補助
• 予算200万 補助上限100万円
（補助率2/3）/件

• 原材料費、消耗品費、機器工具等費、
外注加工費、研究開発委託費、
産業財産権導入費、技術指導費etc…

ニーズ調査や、モックアップの検証など、
製品開発過程の仮説検証に要する経費を補助
• 予算100万 補助上限25万（補助率1/2）/件
• 原材料費、消耗品費、機器工具等費、外注加工費、
研究開発委託費、産業財産権導入費、技術指導費etc…

ニーズ調査や、モックアップの検証など、
製品開発過程の仮説検証に要する経費を補助
• 予算100万 補助上限25万（補助率1/2）/件
• 原材料費、消耗品費、機器工具等費、外注加工費、
研究開発委託費、産業財産権導入費、技術指導費etc…
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ウェルテックでの事前相談、専門家による事業計画の評価のフィードバックを
踏まえ、事業フェーズに応じた「仮説検証支援」「試作開発支援」のいずれか
のメニューで補助を行います。

事業の流れ
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申請方法

ウェルテックでの事前相談と、専門家からのフィードバック、助言を
踏まえ、申請書及び必要書類を準備のうえ、専用フォームから申請また
は経済労働局イノベーション推進部担当まで郵送または持参にて提出。

申請書類については、市ホームページよりご確認ください。

【Kawasaki Welfare Technology Lab（ウェルテック）とは…】
川崎市が東京科学大学、産業技術総合研究所と共同運営する福祉製品の開発・
改良支援拠点です。川崎市複合福祉センター「ふくふく」内に立地し、科学的
知見に基づく製品の安全性・性能評価や、現場の当事者からのフィードバック
を基に、製品開発を伴走支援いたします。

詳細・問い合わせは
こちらから

申請は
こちらから


